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エゼキエル書結晶の学び (一）

第４週 四つの生き物の組み合わせ

主に仕える人にとって最も重要な事柄は、

神のビジョンを見なければならないということです。

わたしたちは神からのビジョンの下で、

神の目的に向かって方向づけられます。

わたしたちの生活は神のエコノミーにしたがって制御されます。

共に組み合わされて一つの団体的な実体、

すなわち、団体のキリストとなって、

彼の表現、行動、行政となることができる一組の生き物を、

神は必要としています。

四つの生き物の組み合わせは、

彼ら自身の中にあるのではなく、神の中にあり、

また神聖な力、神聖な強さ、神聖な恵みによります。

わたしたちは、主との澄み渡る空を維持する必要があります。

すなわち、わたしたちの霊的な経験において

彼との明確な交わりを持つ必要があります。

澄み渡る空の上に御座を持つことは、

神にわたしたちのクリスチャン生活の中で

最高の、最も卓越した地位を得ていただくことです。

主イエスは、彼の十字架、復活、昇天を通して

御座にもたらされました。

主イエスは開拓者、また先駆者として、

御座への道を切り開き、御座へと先導しました。

それは、わたしたちが従って行き、

わたしたちを御座にもたらすという神の願いを成就するためです。

エゼキエル 1:5	また、その真ん中から四つの生き

物の姿が出て来た。それはこのような外観であっ

た．彼らは人の姿を持っていた。

	11　……彼らの翼は上に向かって広げられ、それ

ぞれ二つの翼は互いに連なり、二つはその体を

覆っていた。

エゼキエル 1:9　彼らの翼は互いに連なり、彼らが

行くときには曲がることがなく、それぞれ前に向

かって真っすぐに行った。

11　また、彼らの顔はこのようであった。彼らの

翼は上に向かって広げられ、それぞれ二つの翼は

互いに連なり、二つはその体を覆っていた。

12　それぞれは、前に向かって真っすぐに行き、

霊が行く所へ彼らはどこへでも行き、行くときに

は曲がらなかった。

Ⅰコリント 12:24　……神は欠けている肢体にさら

に豊かな尊さを与えて、体を調和させられました。

エゼキエル 1:12　それぞれは、前に向かって真っす

ぐに行き、霊が行く所へ彼らはどこへでも行き、行

くときには曲がらなかった。

エゼキエル 1:13-14	 その生き物の姿については、

その外観は燃える炭火のようであり、たいまつの外

観のようであって、火が生き物の間を行き来してお

り、その火は輝き、火からいなずまが出ていた。そ

の生き物は、いなずまの煌めきの外観のように走っ

て行き来していた。

エゼキエル 1:26-27　また、彼らの頭の上にある大

空の上に御座のようなものがあり、サファイア石

の外観のようであった．そして御座のようなもの

の上に、人のような外観の方がその上におられた。

わたしは……こはく金のようなものを見た．火の

ように見えるものが周り全体を包んでいた．また

……火の外観のようなものを見た。彼の周り全体

には輝きがあった。

ヨハネ 17:21　それは、彼らがすべて一となるため

です．父よ、あなたがわたしの中におられ、わた

しがあなたの中にいるように、彼らもわたしたち

の中にいるためであり、あなたがわたしを遣わさ

れたことを、世の人が信じるためです。

	23　わたしが彼らの中におり、あなたがわたしの

中におられるのは、彼らが成就されて一となるた

めです．……

	マタイ 12:28	 しかし、わたしが神の霊によって

悪鬼どもを追い出しているのであれば、神の王国

はあなたがたに臨んでいるのである。
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エゼキエル書結晶の学び (一）

主に仕える人にとって最も重要な事柄は、

神のビジョンを見なければならないということです。

わたしたちは神からのビジョンの下で、

神の目的に向かって方向づけられます。

わたしたちの生活は神のエコノミーにしたがって制御されます。

共に組み合わされて一つの団体的な実体、

すなわち、団体のキリストとなって、

彼の表現、行動、行政となることができる一組の生き物を、

神は必要としています。

四つの生き物の組み合わせは、

彼ら自身の中にあるのではなく、神の中にあり、

また神聖な力、神聖な強さ、神聖な恵みによります。

わたしたちは、主との澄み渡る空を維持する必要があります。

すなわち、わたしたちの霊的な経験において

彼との明確な交わりを持つ必要があります。

澄み渡る空の上に御座を持つことは、

神にわたしたちのクリスチャン生活の中で

最高の、最も卓越した地位を得ていただくことです。

主イエスは、彼の十字架、復活、昇天を通して

御座にもたらされました。

主イエスは開拓者、また先駆者として、

御座への道を切り開き、御座へと先導しました。

それは、わたしたちが従って行き、

わたしたちを御座にもたらすという神の願いを成就するためです。

出 19:4 あなたがたは、わたしがエジプト人に行

なったこと、またあなたがたをわしの翼に載せて、

わたし自身のもとに連れて来たことを見た。

	イザヤ 40:31 しかし、エホバを待ち望む者たちは

その力を新しくする．彼らは、わしのように翼を

もって舞い上がる．走っても弱ることはなく、歩

いても疲れることはない。

ヘブル 12:2 わたしたちの信仰の創始者、また完

成者であるイエスを、ひたすら見つめていなさい．

彼はご自分の前に置かれた喜びのために、恥をも

いとわないで十字架を耐え忍び、そして神の御座

の右に座しておられるのです。

Ⅱコリント 10:17 しかし、誇る者は主の中で誇り

なさい。

使徒 20:34 あなたがた自身が知っているように、こ

の両手が、わたしの必要のためにも、わたしと共に

いる人たちのためにも、供給してきました。

ピリピ 4:5 あなたがたの謙虚温柔さを、すべての人

に知らせなさい。主は近いのです。

Ⅱコリント 4:10-11 絶えずこの体に、イエスの致死

力が働いています．それはまた、イエスの命が、わ

たしたちの体に現されるためです。なぜなら、わた

したち生きている者はイエスのために、絶えず死に

渡されているからであり、それはイエスの命が、わ

たしたちの死ぬべき肉体に現されるためです。

エゼキエル 1:7	その足は真っすぐな足で、足の裏

は子牛の足の裏のようであり、それは磨かれた青

銅のように光を放っていた。

Ⅱコリント 1:12 わたしたちの誇りとするのは次の

ことです．それは、わたしたちの良心の証しすると

ころです．すなわち、わたしたちはこの世にあって、

神の純粋さと誠実の中で、肉の知恵においてではな

く、神の恵みの中で振る舞いました．そして、あな

たがたに対しては、ますますそのように振る舞いま

した。

ピリピ 1:9 ですから、わたしはこう祈ります．あ

なたがたの愛が、全き知識とあらゆる識別力にお

いて、なお一層あふれ。

マラキ 4:2 しかし、わたしの名を畏れるあなたが

たには、義の太陽が昇り、彼の翼にはいやしがあ

る．あなたがたは出て行って、よく肥えた子牛の

ように跳び回る。
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主に仕える人にとって最も重要な事柄は、

神のビジョンを見なければならないということです。

わたしたちは神からのビジョンの下で、

神の目的に向かって方向づけられます。

わたしたちの生活は神のエコノミーにしたがって制御されます。

共に組み合わされて一つの団体的な実体、

すなわち、団体のキリストとなって、

彼の表現、行動、行政となることができる一組の生き物を、

神は必要としています。

四つの生き物の組み合わせは、

彼ら自身の中にあるのではなく、神の中にあり、

また神聖な力、神聖な強さ、神聖な恵みによります。

わたしたちは、主との澄み渡る空を維持する必要があります。

すなわち、わたしたちの霊的な経験において

彼との明確な交わりを持つ必要があります。

澄み渡る空の上に御座を持つことは、

神にわたしたちのクリスチャン生活の中で

最高の、最も卓越した地位を得ていただくことです。

主イエスは、彼の十字架、復活、昇天を通して

御座にもたらされました。

主イエスは開拓者、また先駆者として、

御座への道を切り開き、御座へと先導しました。

それは、わたしたちが従って行き、

わたしたちを御座にもたらすという神の願いを成就するためです。

第６週 高くて畏るべき車輪 エゼキエル 1:15-16 また、わたしが生き物を見つ

めていると、見よ、生き物のそば、地の上に、四

つの顔それぞれに対して一つの車輪があった。車

輪の外観とその構造は、緑柱石の様のようであっ

た。その四つのものは一つの姿をしていた．すな

わち、その外観と構造は、車輪の中に車輪がある

ようであった。

エゼキエル 1:15 また、わたしが生き物を見つめて

いると、見よ、生き物のそば、地の上に、……一

つの車輪があった。

	21 それらが行くときはいつも、これらは行き、そ

れらが立ち止まるときはいつも、これらは立ち止

まり、それらが地上から上げられるときはいつも、

車輪はそれらに伴って上げられた．それは、生き

物の霊が車輪の中にあったからである。

使徒13:1-2 さて、アンテオケの地に在る召会には、バ

ルナバ、……シメオン、……サウロなどの、預言者た

ちと教える者たちがいた。彼らが主に仕え、断食して

いた時、聖霊が言われた、「さあ、バルナバとサウロを

わたしのために選び分け、わたしが彼らを召した働き

に当たらせなさい」。

	雅1:4 「わたしを引き寄せてください．わたしたちはあ

なたの後を走ります」．王はわたしを彼の奥の間に連れて

行かれた．「わたしたちはあなたの中で喜び楽しみ、ぶ

どう酒にまさってあなたの愛をほめたたえます。……」

使徒 1:14 これらの人はみな、婦人たち、イエスの

母マリア、イエスの兄弟たちと共に、一つ思いでひ

たすら祈り続けていた。

	2:4 すると、彼らはみな聖霊で満たされ、その霊が

彼らに語り出させるままに、さまざまな言語で語り

始めた。

エゼキエル 1:16 車輪の外観とその構造は、緑柱石

の様のようであった。その四つのものは一つの姿

をしていた．すなわち、その外観と構造は、車輪

の中に車輪があるようであった。

ヤコブ 5:17 エリヤはわたしたちと同じ性情を持つ

人でしたが、雨が降らないようにと熱心に祈った

ところ、三年六か月の間、地に雨が降りませんで

した。

エゼキエル 1:17-20 彼らは……行くときには曲が

らなかった。その輪縁は、高くて畏るべきもので

あり、その四つのものの輪縁は、周り全体が目で

満ちていた。生き物が行くときはいつも、車輪も

そのそばを行き、……霊が行く所へはどこへでも、

彼らは行った―霊が行くと行った。そして車輪

は彼らに伴って上げられた．生き物の霊が、車輪

の中にあったからである。


